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部落解放・人権政策確立要求びわこ南部地域実行委員会

　

基
本
法
ニ
ュ
ー
ス
の
基
本
法

と
は
、「
部
落
解
放
基
本
法
」

を
表
し
て
お
り
、
び
わ
こ
南
部

地
域
実
行
委
員
会
は
「
部
落
解

放
基
本
法
（
案
）
」
に
盛
り
込

ま
れ
た
「
人
権
侵
害
救
済
法
」

の
早
期
制
定
を
最
大
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
一
般
的
に
「
基
本
法
」

と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う

か
？

　

そ
れ
は
国
の
制
度
や
政
策
に

関
す
る
理
念
、
基
本
方
針
が
示

さ
れ
、
そ
の
方
針
に
措
置
（
規

制
や
救
済
措
置
）
を
講
ず
べ
き

こ
と
を
定
め
て
い
る
法
律
の
こ

と
を
表
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
「
法

律
」
が
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ

う
か
？

　

そ
れ
は
、
法
律
が
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
と
っ
て
お
互
い
の

個
性
を
認
め
、
協
力
し
な
が
ら

生
き
て
い
く
た
め
の
ル
ー
ル
で

あ
り
、
私
た
ち
の
権
利
を
守
り
、

私
た
ち
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
だ
れ
も
が
自
由

に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

　

な
ぜ
、
最
初
に
こ
の
よ
う
な

話
題
に
触
れ
た
の
か
、
そ
れ
は

ま
さ
し
く
び
わ
こ
南
部
地
域
実

行
委
員
会
の
取
り
組
み
の
原
点

や
意
義
が
今
ま
で
触
れ
た
内
容

に
存
在
す
る
か
ら
で
す
。

　

「
部
落
解
放
基
本
法
」
を
制

定
す
る
た
め
に
、
法
律
そ
の
も

の
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
学

習
や
、
法
律
の
成
立
を
導
く
た

め
の
要
請
行
動
、
幅
広
く
法
律

の
必
要
性
を
広
め
る
た
め
の
仲

間
づ
く
り
等
、
各
種
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

に
対
す
る
、
規
制
や
救
済
措
置

を
盛
り
込
ん
だ
「
部
落
解
放
基

本
法
」の
制
定
が
急
務
で
す
。び

わ
こ
南
部
地
域
実
行
委
員
会
の

最
大
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
理

解
や
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
自

分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
行
動

し
、
多
く
の
仲
間
と
手
と
手
を

携
え
、
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と

こ
そ
が
、
一
日
も
早
い
「
部
落

解
放
基
本
法
」「
人
権
侵
害
救

済
法
」
制
定
の
実
現
に
繋
が
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

ウ
ト
ロ
地
区
放
火
事
件
判
決
か
ら
思
う

基
本
法
ニ
ュ
ー
ス
の

基
本
法
と
は
？

「
部
落
解
放
基
本
法
」

の
こ
と
で
す

　

昨
年
８
月
、
在
日
コ
リ
ア
ン

が
多
く
暮
ら
す
宇
治
市
伊
勢
田

町
の
ウ
ト
ロ
地
区
へ
の
放
火
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
８
月
、
こ
の
事
件
に
対
す
る

京
都
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、

求
刑
ど
お
り
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
放
火
に
対
す
る
量
刑
に
と

ど
ま
り
、「
動
機
は
、
特
定
の

出
自
を
持
つ
人
々
に
対
す
る
偏

見
や
嫌
悪
感
に
基
づ
く
も
の
」

と
認
定
し
な
が
ら
も
、
残
念
な

が
ら
「
差
別
」
と
い
う
言
葉
は

使
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
今
の
社
会
に
は
部
落
差

び
わ
こ
南
部
地
域

 
実
行
委
員
会
の
取
り
組
み
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現
地
研
修
で
水
平
社
博
物
館
を

訪
問

　

２
０
２
２
年
８
月
31
日（
水
）、

守
山
市
ま
ち
づ
く
り
人
権
教
育
推

進
協
議
会
の
現
地
研
修
を
実
施
し
、

奈
良
県
に
あ
る
水
平
社
博
物
館
を

訪
れ
ま
し
た
。
当
協
議
会
は
、
部

落
差
別
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な

差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
市

民
と
協
働
し
て
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
地
域
等
で
人
権
教
育
や

人
権
啓
発
を
行
う
協
議
会
員
の
資

質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

年
１
回
先
進
地
を
訪
れ
る
こ
と
で

学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

水
平
社
博
物
館
で
は
、
館
内
ガ

イ
ド
に
よ
る
案
内
の
も
と
、
イ
ラ

ス
ト
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
等
を
使
っ

て
人
権
確
立
運
動
の
歴
史
が
わ

か
り
や
す
く
学
べ
る
よ
う
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
展
示
を
見
学
し

ま
し
た
。
見
学
を
通
し
、
当
時
の

差
別
の
実
態
に
憤
り
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
差
別
と
闘
う
人
々
の
熱

い
思
い
に
感
銘
を
受
け
、「
人
間

は
互
い
に
尊
敬
し
合
う
べ
き
」
で

あ
り
「
対
等
で
平
等
な
人
間
関
係

を
追
及
す
る
」
と
い
う
水
平
社
創

立
の
理
念
に
共
感
し
ま
し
た
。

　

全
国
水
平
社
創
立
か
ら
１
０
０

年
目
の
節
目
に
あ
た
る
本
年
に
水

平
社
博
物
館
を
訪
れ
た
こ
と
は
大

変
重
要
な
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え

ま
す
。
今
回
の
研
修
で
得
た
学
び

守

山

市

草

津

市

　

草
津
市
で
は
、
部
落
差
別
を
は

じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
草
津
市
部
落

解
放
女
性
の
つ
ど
い
」、「
草
津
市

部
落
解
放
青
年
集
会
」
と
い
う
２

つ
の
集
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
集
会
は
、
有
志
に
よ

る
実
行
員
会
で
企
画
・
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
昨
年
度
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
集
ま
っ
て
の
開

催
が
で
き
な
い
中
、
工
夫
し
な
が

ら
進
め
て
き
た
各
実
行
委
員
会
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

女
性
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

　

女
性
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

は
、
全
国
水
平
社
創
立
大
会
か
ら

１
０
０
年
の
節
目
に
、
全
国
水
平

社
の
創
立
に
関
わ
っ
た
人
々
の
思

い
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

あ
の
ま
ち

　
　
こ
の
ま
ち

こ
と
を
め
ざ
し
、「
つ
む
ぐ
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
研
鑽
し
ま

し
た
。
取
り
組
み
の
中
で
、
部
落

差
別
を
と
お
し
て
自
ら
の
意
識
や

暮
ら
し
を
見
つ
め
直
す
研
修
を
積

み
重
ね
、
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に

「
水
平
社
宣
言
」、「
日
常
に
あ
る

部
落
差
別
」、「
結
婚
差
別
」
と
い

う
３
つ
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
し
た

啓
発
資
料
を
制
作
し
、
市
内
の
関

係
各
所
に
配
布
し
ま
し
た
。

び
わ
こ
南
部
地
域
に
お
け
る

各
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。
今
回
は
守
山
市
と
草

津
市
で
す
。

見学の様子

も
な
お
身
近
に
差
別
が
あ
る
現
実

を
再
確
認
し
、
差
別
を
な
く
す
自

ら
の
生
き
方
を
自
分
の
言
葉
で
表

現
し
ま
し
た
。

　

差
別
を
許
さ
な
い
、
な
く
そ
う

と
い
う
、
同
じ
思
い
を
持
つ
人
た

ち
と
の
出
会
い
や
活
動
を
通
し

て
、
実
行
委
員
自
ら
も
自
分
自
身

を
振
り
返
り
、
新
た
な
学
び
、
気

づ
き
か
ら
部
落
差
別
、
女
性
差
別

を
な
く
す
具
体
的
な
行
動
に
移
す

こ
と
、
差
別
を
な
く
す
仲
間
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
に
、
劇
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
収
録
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
配
信
し
ま
し
た
。

を
、
今
後
の
当
協
議
会
の
差
別
解

消
に
向
け
た
啓
発
活
動
や
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
を
よ
り

一
層
高
め
て
い
く
取
り
組
み
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

　

施
設
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
職
場
で
読
ん
で
い
た
だ
い
た
り

と
、
よ
り
多
く
の
方
と
差
別
を
な

く
す
思
い
を
共
有
し
合
え
る
取
り

組
み
が
で
き
ま
し
た
。

青
年
集
会
実
行
委
員
会

　

青
年
集
会
実
行
委
員
会
は
、“
わ

た
し
”
と
“
あ
な
た
”
の
差
別
を

な
く
す
思
い
を
つ
な
げ
な
が
ら
社

会
に
あ
る
差
別
を
な
く
し
て
い
く
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活
動
に
つ
い
て

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
人
権
尊
重
の
経

営
理
念
に
基
づ
く
事
業
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
権
教
育
に
お
い
て
は
、
四
半

期
に
一
度
の
職
場
内
人
権
問
題
研

修
会
を
実
施
し
、
全
職
員
が
参
加

す
る
こ
と
で
、人
権
感
覚
を
高
め
、

お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
あ
え
る

人
間
性
豊
か
な
職
員
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
管
内
の
組
合
員
へ
毎
月

配
布
し
て
い
る
広
報
誌
で
は
、
同

JAレーク滋賀守山野洲地区の取り組み

滋賀人権啓発企業連絡会の取り組み

和
問
題
啓
発
資
材
の
折
り
込
み

や
、誌
面
内
に
は
『
人
権
コ
ラ
ム
』

の
掲
載
を
行
い
、
組
合
員
へ
の
啓

発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
地
域
社
会
の
一
員
で
あ

る
と
の
自
覚
の
も
と
、
行
政
機
関

や
関
係
団
体
、
他
企
業
と
の
連
携

を
強
め
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
早
期

解
決
に
、
今
後
も
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

滋
賀
人
企
連
で
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権

問
題
の
早
急
な
解
決
が
国
民
的

な
課
題
で
あ
り
、
同
時
に
企
業

に
要
請
さ
れ
る
社
会
的
責
任
で

あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
関
係

行
政
機
関
等
と
協
力
し
つ
つ
、

企
業
が
自
主
的
・
主
体
的
に
人

権
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解

を
深
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題

の
解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

〈
年
間
の
主
な
活
動
内
容
〉

■
総
会
・
幹
事
会

■
研
修
事
業

・
人
事
労
務
担
当
者
研
修
会

・
経
営
者
研
修
会

・ 

新
入
（
若
手
）
社
員
向
け
研

修
会

・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座　

等

■ 

関
係
団
体
と
の
連
携
・
交
流

事
業

・
部
落
解
放
研
究
滋
賀
県
集
会

・
滋
賀
県
人
権
教
育
研
究
大
会

・ 

部
落
解
放
滋
賀
県
女
性
の
つ

ど
い　

等

■
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

・
人
権
啓
発
研
究
集
会

・ 

同
和
問
題
に
取
り
組
む
全
国

企
業
連
絡
会
全
国
集
会　

等

　部落解放・人権政策確立要求びわこ南部地域実行委員会では、人権確立

とあらゆる差別撤廃のための法整備に向けて活動をすすめています。

　加盟すると、①人権研修の案内②基本法ニュースの配布③人権に関する

情報交換ができます。

　《年会費》3,000円　　【問い合わせ先】事務局　栗東市人権政策課

　※機関・団体単位でお願いします。　　  　　　☎077-551-0108

実行委員会への加盟団体募集！

研
修
事
業
の
紹
介

　

２
０
２
２
年
７
月
７
日（
木
）

に
近
江
八
幡
市
の
滋
賀
県
立
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
た
「
新
入
（
若
手
）
社
員
向

け
研
修
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
滋
賀
人
企
連

会
員
企
業
・
団
体
の
新
入
（
若

手
）
社
員
を
対
象
に
、
県
の
北

部
・
中
部
・
南
部
の
３
か
所
の

会
場
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
「
部
落
差
別
の

現
状
か
ら
学
ぶ
」（
講
師
・
丸

本
千
悟
さ
ん
）、「
私
も
あ
な
た

も
大
切
に
す
る
関
係
を
つ
く
る

た
め
に
」（
講
師
・
山
村
暁
子

さ
ん
）
の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
新
入
社
員
か
ら

「
差
別
・
人
権
侵
害
を
な
く
す

た
め
に
、
正
し
い
知
識
と
理
解

を
持
ち
、
ま
た
、
勇
気
を
も
っ

て
問
題
提
起
す
る
、
声
を
あ
げ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
学
べ

ま
し
た
」
と
の
感
想
も
あ
り
、

非
常
に
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
時
代
に
沿
っ
た
様
々

な
テ
ー
マ
で
の
研
修
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
本
方
針

　

人
権
問
題
の
解
決
は
基
本

的
人
権
に
関
わ
る
最
も
重
要

な
国
民
的
課
題
で
あ
っ
て
、

組
合
の
社
会
的
責
任
は
重
大

で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、

差
別
の
な
い
明
る
い
職
場
・

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
役

員
を
は
じ
め
職
員
自
ら
が
意

識
改
革
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
、
全
て
の
事
業

に
お
い
て
人
権
尊
重
を
基
本

と
し
た
活
動
を
推
進
す
る
。

会　　長●石田　佳寿（JAレーク滋賀）

副 会 長●國松　康博（栗東市）

　　　　　佐野　博之（野洲市）

　　　　　中井　昌和（部落解放同盟）

　　　　　曽和　康典（滋賀人企連）

事務局長●山本　　剛（部落解放同盟）

部落解放・人権政策確立要求びわこ南部地域

実行委員会2022年度　役員構成

広
報
誌
『
ゆ
い
っ
と
』
啓
発
チ
ラ
シ
等
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２
０
２
２
年
度
幹
事
級
研
修
会
開
催
（
２
０
２
２
年
８
月
８
日
）

演 

題 

「
水
平
社
創
立
１
０
０
年
の

 

今
日
的
意
味
と
部
落
解
放
へ
の
課
題
」
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講
師
　
谷た
に
も
と元

　
昭あ
き
の
ぶ信
さ
ん
（
元
部
落
解
放
同
盟
中
央
書
記
次
長
）

　

世
界
人
権
宣
言
が
国
連
で
採
択
さ
れ
て
74

年
、
２
月
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
事
侵
攻
が
起
こ
り
紛
争
や
テ
ロ
が
世
界
各

地
で
続
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
誹
謗
中
傷
、

び
わ
こ
南
部
地
域
管
内
に
お
い
て
も
差
別
落

書
き
事
件
や
同
和
地
区
問
い
合
わ
せ
事
件
等
、

差
別
事
象
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
２
０
２
２
年
３
月
３

日
に
は
全
国
水
平
社
創
立
１
０
０
年
を
迎
え

ま
し
た
。
先
人
の
思
い
を
引
継
ぎ
、
本
実
行

委
員
会
は
、
人
権
侵
害
救
済
法
の
制
定
に
向

け
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

撤
廃
に
向
け
て
、
実
効
性
の
あ
る
組
織
と
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

水
平
社
創
立
の
背
景
と
宣
言
・
綱
領
・
決

議
の
今
日
的
意
味
を
改
め
て
読
み
解
く

　

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
の
水
平
社
宣

言
に
は
、
徹
底
し
た
「
人
間
賛
歌
」
の
思

想
が
あ
り
ま
す
。
綱
領
に
は
「
自
主
解

放
」
の
思
想
や
「
人
間
性
・
人
類
性
」
へ

の
立
脚
、
決
議
か
ら
は
、
差
別
へ
の
断
固

た
る
「
抵
抗
権
」
の
行
使
が
読
み
解
け
ま

す
。
宣
言
に
は
、
部
落
差
別
を
無
く
そ
う

と
い
う
人
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
求
心
力
が

存
在
す
る
一
方
で
、
今
日
か
ら
見
る
と
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
な
視
点
の
欠
落
等
の
弱
点

も
持
っ
て
い
ま
す
。

解
放
令
１
５
０
年
、
水
平
社
１
０
０
年
を

経
た
部
落
差
別
解
消
過
程
の
変
遷

　

部
落
解
放
運
動
の
歩
み
は
、
差
別
の
現

存
を
認
め
、
部
落
差
別
解
消
推
進
法
が
制

定
さ
れ
た
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
か

ら
、
新
た
な
段
階
と
な
り
、
水
平
社
創
立

１
０
０
年
を
機
に
、
共
同
闘
争
を
具
体

化
・
深
化
さ
せ
る
新
た
な
時
代
に
入
っ
て

き
て
い
ま
す
。

部
落
解
放
へ
の
今
日
的
課
題
と
展
望

　

部
落
問
題
解
決
に
向
け
て
は
、
全
て
の

困
難
を
抱
え
た
人
の
問
題
解
決
、
水
平
的

社
会
連
帯
と
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、
水
平
社
宣
言
の
精
神
を
人
権
文
化

創
造
の
基
調
に
す
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
誰
も
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

第
32

回
定
期
総
会
を

 

開
催
！

２
０
２
２
年
度

　

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
び
わ

こ
南
部
地
域
実
行
委
員
会
定
期
総
会
を 

５
月
14
日
（
土
）
、
湖
南
市
甲
西
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
市
民
団
体
や
企
業
、

議
会
、
行
政
等
が
参
加
し
、
『
人
権
侵
害

救
済
法
』
の
早
期
制
定
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
等
の
活
動
方
針
等
が
全
会
一
致
で

決
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
落
解
放
運
動
の
第
一
線
で
活
動
さ
れ
て
き
た
谷
元
さ
ん
に
、
水
平
社
宣
言
及
び
部

落
解
放
運
動
の
歴
史
的
な
総
括
・
評
価
を
通
じ
て
、
水
平
社
宣
言
の
精
神
を
人
権
文
化

創
造
の
基
調
に
す
え
た
「
部
落
解
放
へ
の
展
望
」
を
提
起
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 総会後、記念講演を開催しました

◆演　題　『人の世に熱あれ、人間に光あれ　～全国水平社創立から100年～』

◆講　師　駒
こまい

井忠
ただゆき

之さん（水平社博物館館長）

◆ 内　容　人間性の尊厳を謳いあげた日本初の人権宣言であり、

被差別マイノリティ自身が発信した世界初の人権宣言として歴

史的に意義深い全国水平社創立宣言。その宣言の背景や解釈等

についてご講演いただきました。

　 　水平社創立の理念から、人間の尊厳の実現を共有し、差別は

許さないという意識に立ち差別を克服していくこと、多様性を

認め合い、成熟した寛容で包摂的な社会の確立に向けて取り組

んでいくことが大切であることを学びました。

２
０
２
２
年
度
活
動
方
針


